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国際会長メッセージ 
 

テクノロジーのおかげで、今日のコミュニケーションは簡単ですぐにできるようになりました。電話、インターネット、

その他の科学の進歩により、私たちは世界中の家族、友人、同僚と「リアルタイム」で会話することができるようにな

りました。しかし、私は、このようなバーチャルなつながりには、どこか満たされないものを感じます。情報を伝えるこ

とはできても、感情を伝えることはできません。感情的なつながりは、直接会ってこそ築けるものなのです。 

 

デンマーク生まれのミュージシャンでコメディアンのヴィクター・ボーグは、「笑顔は二人の間の最短距離だ」と述べ

ています。笑顔、親しみやすい触れ合い、ポジティブなエネルギーの共有から、友情の種が蒔かれるのです。 

 

友人とは、何でも話し合える相手です。意見が合わず、口論になることもありますが、お互いの評価と尊敬が些細

な意見の相違に取って代わるのです。友人とは、悪い時に頼りになる人です。多くの人が喜んでリムジンに一緒に

乗ってくれるでしょう。誰が一緒にバスに乗るのでしょうか？私たちは皆、自分の人生に友人を必要としています。

友情は、私たちの気分と健康を向上させます。慌ただしい社会の中で、私たちを落ち着かせ、中心に据えてくれ

ます。他人と一緒にいて安心できること、言葉や行動を検閲する必要がないこと、ありのままの自分を無条件に受

け入れてもらえることには、何とも言えない喜びがあります。 

 

私の生涯を通じて、私を幸せにしてきたの

は物質的なものではありません。 友達と過

ごす時間は、私に最高の瞬間と最高の喜

びをもたらしてくれました。 

 

ワイズメンズクラブ国際協会（YMI）では「親

睦」という言葉をよく使いますが、私にとって

の YMI は、先入観や偏見を持たずに、地

域社会や遠くで、困っている人を助けるため

に、共通の目的を持って共に働く仲間の集

まりです。私たちは「イエス・キリストの教え」

に基づき、善きサマリア人のたとえ話（ルカ 

10:25-37） と最大の戒め（マタイ 22:35- 

40）に精神と行動で従っています。ワイズマ

ンまたはワイズウーマンとして、あなたは自

分のことのように隣人を愛します。YMI は、

善きサマリア人の物語を実践する奉仕団体

です。私たちの交わりと務めは、この聖書の

物語から成り立っているのです。 

国際会長ニュース 

2023年 4月号 

「『世界の友』になることを優先事項とし、思考と行動を通

じて、平等と持続可能性に向けて取り組みましょう。」 

 

国際会長 

ウルリック・ラウリドセン 
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100 周年祝賀会 2023年 3月 10 日～12日 台湾・台北 

期待に胸を膨らませ、何ヶ月にもわたる熱心な計画の後、600 人以上の参加者が台北に集まり、創立 100 周年を

祝うことができました。「YMI100 」は、親睦と食事、そして未来へのインスピレーションを与えてくれる楽しさに溢れ

た数日間となりました。国際本部は、台北のホストの方々の努力に感謝し、100周年に真にふさわしいイベントを提

供いただいたことを祝福します。国際本部のウェブサイトや下記のビデオリンクから、そのハイライトをご覧ください。 

 

国際次期理事サミット 2023年 3月 12日～14日 台湾・台北 

100 周年祝賀会に続いて、3 回目の国際次期理事サミットが開催され、約 70 人の参加者とオブザーバーが集い、

トレーニングを提供するだけでなく刺激を与えるために作成されたプログラムを展開しました。サミットの目的は、コラ

ボレーション、批判的思考、未来の計画を奨励し、また、各参加者が「光を輝かせる」ように力を与えることでした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

国際本部ニュース 
国際書記長 ジョース・ヴァルギース 

ハイライトビデオ

https://www.youtube.com/watch?v=6X

YshATw1hE 

https://www.youtube.com/watch?v=6XYshATw1hE
https://www.youtube.com/watch?v=6XYshATw1hE
https://www.youtube.com/watch?v=6XYshATw1hE
https://www.youtube.com/watch?v=6XYshATw1hE
https://www.youtube.com/watch?v=6XYshATw1hE
https://www.youtube.com/watch?v=6XYshATw1hE
https://www.youtube.com/watch?v=6XYshATw1hE
https://youtu.be/6XYshATw1hE
https://youtu.be/6XYshATw1hE
https://www.youtube.com/watch?v=6XYshATw1hE
https://www.youtube.com/watch?v=6XYshATw1hE
https://www.youtube.com/watch?v=6XYshATw1hE
https://www.youtube.com/watch?v=6XYshATw1hE
https://www.youtube.com/watch?v=6XYshATw1hE&feature=youtu.be
https://www.youtube.com/watch?v=6XYshATw1hE&feature=youtu.be
https://www.youtube.com/watch?v=6XYshATw1hE
https://www.youtube.com/watch?v=6XYshATw1hE
https://www.youtube.com/watch?v=6XYshATw1hE
https://www.youtube.com/watch?v=6XYshATw1hE
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新国際本部オフィス 

3 月の最終週、ジュネーブの国際本部のスタッフメンバーが新しいオフィスに移りました。4 月の最初の数週間は、

慌ただしく刺激的な日々が続きます。インテリアデザインの作業と家具の選択が終わり、モダンで統一された、最

適に機能する作業スペースが確保されます。荷物が片付いた後、完成したオフィスの写真をまもなく皆さまと共有

できることを楽しみにしています。 新しいオフィスの正式な開所式は、春に予定されています。 

 

補助金の申請 

カーボンオフセットとタイムオブファスト (TOF) プロジェクトの申請は先月締め切られました。今年は、2 つの「グ

リーン」プロジェクトと 18 の TOF プロジェクトに対する資金支援が申請されました。関連する委員会が提出物

の審査を開始しており、結果は国際の後に 8 月に発表されます。 

 

強調月間 

4 月はロールバックマラリア (世界マラリアデー： 4 月 25 日) と Week4Waste (4 月 17 ～ 24 日) の強調

月間です。 これらのプログラムについては、今号の国際会長ニュースで詳しく読むことができます。 

 

国際半年報 

下半期の会員数報告をまだ提出していない区は、クラブが国際投票に必要なステータスを維持できるように、でき

るだけ早くデータを国際本部に提出してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

編集長に国際会長ニュースに関するあなたの考えやアイデアをお知らせください。 

 

5月は、リーダーシップ開発（LT）、青少年の関与と活動(YIA)の強調月間です。 

 

以下をクリックして、2023 年 4 月 10 日までに記事をご投稿ください。 

編集長から 

 

編集長へ 

https://form.jotform.com/202643427101342
https://form.jotform.com/202643427101342
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があります。 

 恵まれない人々および/または彼らを支援する人々に直接関わること 

 直接・間接を問わず、受益者の生活の質を向上させるものであること 

 自助努力によるものであること 

 継続的な資金があること、または、設立後には自己資金で賄われること 

 国連の「持続可能な開発目標」（SDGs）のうち、少なくとも 1つに関わっていること 

 

今年度に承認されたプロジェクトは、以下のとおりです。 

1. ガンビアにおける YMCAユースエンパワーメントセンターの開発 

2. タイにおける森林生態系の保全と再生、持続可能な農業の実現 

3. ハイチにおける少女と女性のための YMCAプログラムの発展 

4. スロバキアにおける自己啓発を中心とした YMCA若手指導者の人材育成 

5. インドにおける女性のエンパワーメントプロジェクト（裁縫とコンピュータートレーニング）の実施 

6. インドにおける社会的弱者の予防医療、保健衛生教育の実施 

7. チリにおける健康的な代替医療の実施 

8. 米国における YMCA卒業生プロジェクト。小さな家の建設 

9. 世界の恵まれない若者の、デジタル公平性の加速  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

100 周年祝賀会  
 

写真アルバムは、ここをクリック 

 

撮影：田中博之 

https://30d.jp/ysjapan/22
https://drive.google.com/drive/folders/1VgjguavA6SE2XRQJT0EJvq6-Po28GiBb?usp=share_link
https://drive.google.com/drive/folders/1VgjguavA6SE2XRQJT0EJvq6-Po28GiBb?usp=share_link
https://drive.google.com/drive/folders/1VgjguavA6SE2XRQJT0EJvq6-Po28GiBb?usp=share_link
https://drive.google.com/drive/folders/1VgjguavA6SE2XRQJT0EJvq6-Po28GiBb?usp=share_link
https://drive.google.com/drive/folders/1VgjguavA6SE2XRQJT0EJvq6-Po28GiBb?usp=share_link
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ロールバックマラリア 
         RBM国際事業主任：キム・ヒュン-グー 
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４月 25日の世界マラリアデーに参加しましょう！ 

私たちならできます。ご一緒に！ 

マラリアは、人間や他の動物に影響を与える感染症です。感染したハマダラ

カに刺されることで感染します。 最初の症状 - 発熱、頭痛、悪寒 - は通

常、感染性の蚊に刺されてから 10～15 日後に現れ、軽度でマラリアと認識

することが難しい場合があります。治療せずに放置すると、マラリアは 24 時

間以内に重症化して死亡する可能性があります。 

 

2022 年に発表された最新のマラリア報告書によると、2021 年には 84 の

マラリア流行国で推定 2 億 4,700 万件のマラリア症例が発生しました。 

2020 年から 2021 年の間に症例数の大幅な減少はありませんでした。

2020 年の増加は、新型コロナウイルスパンデミック時のマラリア対策の混乱

に関連していました。 

 

幸いなことに、マラリアによる死亡者数は着実に減少し、2021 年には 

619,000 人になりました。マラリアによる 5 歳未満の子供の総死亡者数の

割合は、2000 年から 2021 年にかけて 7% 減少しました。マラリアは命に

関わる病気ですが、予防と治療が可能なのです。 

 

2009 年以来、マラリアを終結させるための RBM パートナーシップのメンバ

ーである YMI は、2019 年 10 月に、グローバルファンド、世界 YMCA

同盟および英国政府の外務・連邦・開発局との複数の利害関係者によるパ

ートナーシップを締結し、関与を強化しました。戦略2032 では、RBM を「グ

ローバルインパクトプロジェクト」と特定しています。私たちは、2030 年までに

マラリアを根絶するための戦いに引き続き取り組んでおり、グローバルな目標

が実現できるように、「戦いを強化する」ための皆様の寛大な貢献に頼ってい

ます。 

 

国際本部・RBM ウェブサイト 

 

 

 

 

 

https://www.ysmen.org/our-work/international-support/roll-back-malaria/
https://www.ysmen.org/our-work/international-support/roll-back-malaria/
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どうぞご参照ください。 

 

 

カメルーン・ニュービジョンクラブ 

京都パレスクラブ デンマーク・バイレクラブ 

デンマーク・リンケビングクラブ デンマーク・オーフスクラブ 

エストニア・パルヌクラブ モルドバ YMCA 

ゴミのための週：2023年 4月 17 日～24日 

https://www.facebook.com/groups/731852967511152
https://www.ysmen.org/our-work/environment/week4waste/?fbclid=IwAR0ny8pbS-Sc9gC4KhEW5R3aV0azBaTLsh2v2V-NkqWLiwmxl6vt7_gZaIA
https://www.ysmen.org/our-work/environment/week4waste/?fbclid=IwAR0ny8pbS-Sc9gC4KhEW5R3aV0azBaTLsh2v2V-NkqWLiwmxl6vt7_gZaIA
https://www.ysmen.org/our-work/environment/week4waste/?fbclid=IwAR0ny8pbS-Sc9gC4KhEW5R3aV0azBaTLsh2v2V-NkqWLiwmxl6vt7_gZaIA
https://www.ysmen.org/our-work/environment/week4waste/?fbclid=IwAR0ny8pbS-Sc9gC4KhEW5R3aV0azBaTLsh2v2V-NkqWLiwmxl6vt7_gZaIA
https://www.ysmen.org/our-work/environment/week4waste/?fbclid=IwAR0ny8pbS-Sc9gC4KhEW5R3aV0azBaTLsh2v2V-NkqWLiwmxl6vt7_gZaIA
https://www.ysmen.org/our-work/environment/week4waste/?fbclid=IwAR0ny8pbS-Sc9gC4KhEW5R3aV0azBaTLsh2v2V-NkqWLiwmxl6vt7_gZaIA

